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4．綾部市施福寺地区での取り組み 

(1) 地域の概要【土砂災害】 

綾部市施福寺地区は、蓮ヶ峯の南西に位置しており、国道 27 号線との交差点を起点とする

府道上杉和知線が通る 22 世帯の地区である。 

同地区において想定される災害は、集落を囲むように形成される山地における土砂災害で

ある。地区内の谷底平野部は主に水田利用されており、家屋は山麓部を通る府道沿いに集中

している。そのため、集落の背後に急傾斜地や土石流のおそれがある渓流を抱えている状況

にある。平成 30 年 7 月豪雨では、地区内において土砂災害が発生し、死者 3 名という被害が

発生した。 

同地区は、高齢者の割合が高く、避難に関する支援体制の構築が課題として挙げられる。 

 

 

（国土地理院の電子地形図（タイル）に追記して掲載） 

図-4.1 位置図 

 

施福寺地区 

国道 27 号線 

府道上杉和知線 
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(2) ワークショップの概要 

ワークショップは、綾部市施福寺地区にある施福寺公民館にて計 3 回開催された。第 1 回、

第 2 回ワークショップは 3 班編成、第 3 回ワークショップは 1 班編成としてグループ討議が

行われた。また、ワークショップ全般において、学識経験者として三好岩生助教（京都府立

大学 生命環境学部 森林科学科）に指導・助言をいただいた。 

計 3 回のワークショップの実施状況を表-4.1、写真-4.1 及び 4.2 に示す。 

 

表-4.1 ワークショップの実施状況 

【災害種別：土砂災害】 

実施日時 実施内容 参加者・斑編成 

H30.12.15 

13:00-15:00 

 

第 1 回 

ワークショップ 

 タイムラインの概要と作成目的の説明 

 土砂災害に対して、いつ・どこへどのように避難

するべきか、学識経験者より解説 

 ワークショップ①：H30.7 豪雨時の被害や前兆現象

の抽出 

 ワークショップ②：H30.7 豪雨時の住民行動の振り

返り 

 情報のグループ分け、関連の整理 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より講評 

住民：14 名 

参加人数から意見が

出やすいように 3 班

に編制（近い居住地区

の住民同士で分ける）

 

市（総務防災室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

H31.1.24 

19:00-21:00 

 

第 2 回 

ワークショップ 

 第 1 回ワークショップの振り返り（地区における

現状の課題整理） 

 学識経験者より土砂災害を対象とした避難に関連

する情報の解説 

 ワークショップ①：どこへ逃げるべきか、次善策

（セカンドベスト）を含めた避難先と避難時の注

意点等を抽出 

 ワークショップ②：いつ逃げるべきか、スイッチ

になり得る情報と基準値、被害や前兆現象の抽出 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より講評 

住民：16 名 

参加人数から意見が

出やすいように 3 班

に編制（近い居住地区

の住民同士で分ける）

 

市（総務防災室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

 

H31.2.25 

19:00-21:00 

 

第 3 回 

ワークショップ 

 第 2 回ワークショップの振り返り（抽出された避

難先や避難時注意点のマップ整理、スイッチ案の

リストアップ） 

 学識経験者より、段階に応じたスイッチのあり方、

スイッチの情報の流れを解説 

 ワークショップ①：第 2 回ワークショップで抽出

されたスイッチ案から、既往災害や地区特性を踏

まえて、段階に応じたスイッチを選定 

 ワークショップ②：タイムラインにおける役割分

担の検討 

 全体での議論・共有 

 学識経験者より全体総括 

住民：17 名 

災害の特性が似てお

り地区全体のスイッ

チの検討をするため、

1 班編制で行う 

 

 

市（総務防災室） 

府（防災消防企画課、

災害対策課、中丹広域

振興局） 

 

ポイント①
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学識経験者の講義 第 1 回ワークショップの様子 

（①H30.7 豪雨時の被害や前兆現象の抽出） 

 
第 1 回ワークショップの様子 

（②H30.7 豪雨時の住民行動の振り返り） 

第 2 回ワークショップの様子 

（①どこへ逃げるべきか） 

 
第 2 回ワークショップの様子 

（②いつ逃げるべきか） 

第 3 回ワークショップの様子 

（①スイッチの選定） 

 
第 3 回ワークショップの様子 

（②役割分担の検討） 

第 3 回ワークショップの様子 

（全体での議論・共有） 

写真-4.1 ワークショップの実施状況 
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第 1 回ワークショップ（①H30.7 豪雨時の被害や前兆現象の抽出） 

第 1 回ワークショップ（②H30.7 豪雨時の住民行動の振り返り） 

写真-4.2(1) ワークショップによる各班の成果（例） 
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第 2 回ワークショップ（①どこへ逃げるべきか） 

第 2 回ワークショップ（②いつ逃げるべきか） 

写真-4.2(2) ワークショップによる各班の成果（例） 
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第 3 回ワークショップ（①スイッチの選定） 

第 3 回ワークショップ（②役割分担の検討） 

写真-4.2(3) ワークショップによる各班の成果（例）  
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(3) 作成されたタイムライン 

綾部市施福寺地区から指定緊急避難場所の東八田小学校までの経路において、道路冠水す

る可能性がある。実際、平成 30 年 7 月豪雨の際には、道路冠水により移動ができなくなって

いた。したがって、早期の避難行動開始と次善の避難場所（セカンドベスト）の選定が重要

になる。次善の避難場所として選定された施福寺公民館は土砂災害警戒区域内に位置するが、

地区内では比較的安全な場所として選定された。 

同地区のスイッチに関しては、土砂災害に対応したものとして「土壌雨量指数の 3 時間後

予測値」を用いることとし、スイッチ 1（避難準備・高齢者等避難開始の発令までに高齢者

等が自らの判断で避難を開始するスイッチ）は 140、スイッチ 2（避難勧告の発令までに一般

の住民の方が自らの判断で避難するスイッチ）は 180 という数値が設定された。これらの数

値は、平成 30 年 7 月豪雨災害を含めた既往の豪雨災害時（平成 29 年台風第 21 号、平成 26

年 9 月豪雨）の土壌雨量指数の推移とそれぞれの災害時の被害の有無を参考に決定した。ま

た、スイッチ 2 には、平成 30 年 7 月豪雨の体験から、「家の裏の小川から水があふれる」、「山

水が激しくなり、濁る」といった危険な兆候の発見も設定された。 

土壌雨量指数や避難情報の入手には、以前から地区内で選任されている「情報・広報班」

が割り当てられた。また、同地区は高齢者が多いため、指定緊急避難場所への移動について、

「各組で声をかけ合い、車に乗り合わせて移動」することが明記された。 

タイムラインの裏面には土壌雨量指数を確認する「京都府土砂災害警戒情報」、雨量を確認

する「京都府河川防災情報」の解説や QR コードを示した。 

作成されたタイムラインを次頁に示すとともに、概要を表-4.2 に示す。 

 

表-4.2 綾部市施福寺地区のタイムライン概要 

災害種別 土砂災害 

指定緊急避難場所 東八田小学校 

次善の避難場所 施福寺公民館 

スイッチ 1 土壌雨量指数の 3 時間後予測値 140 

スイッチ 2 土壌雨量指数の 3 時間後予測値 180 

危険な兆候 

 ・家の裏の小川から水があふれる 

 ・山水が激しくなり、濁る 

 

 

ポイント②

ポイント③
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Ⅱ．水害等避難行動タイムライン作成の手引き 

 

1．タイムライン作成の流れ 

自治会の役員や地域住民、自主防災組織や消防団等が集まって、ワークショップ形式でタ

イムラインを作成します。下記にタイムライン作成の流れを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムラインの考え方やひな型については、「水害等避難行動タイムライン作成指針」（平

成 30 年５月京都府）を参照してください。 

 

 

 

 

 

第 1 回ワークショップ 

講義 

タイムラインとは 

タイムライン作成のポイント（スイッチとセカンドベスト） 

避難行動のあり方に関する解説 

話し合い① ～近年の豪雨の際の被害や現象～ 

話し合い② ～近年の豪雨の際の行動の振り返り～ 

事務局準備 

想定される被害（浸水想定、土砂災害警戒区域等）を整理した地図 

→マルチハザード情報システムから印刷 

第 2 回ワークショップ 

講義 

避難行動とスイッチの関係 

モニタリングする情報項目の例（土壌雨量指数・洪水警報の危険度分布） 

話し合い① ～いつ逃げるべきか・スイッチの検討～ 

話し合い② ～どこへ逃げるべきか～ 

第 3 回ワークショップ 

話し合い① ～スイッチ・避難先の選定～ 

話し合い② ～役割分担の検討～ 

議論の共有とまとめ 

タイムラインの作成 

災害・避難カードの作成 

タイムラインを活用した訓練を通し

て、内容を検証し、必要に応じて修

正します。実際に豪雨時に運用した

際も対応を振り返り、必要に応じて

修正します。 

訓練 

検証 

見直し 
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2．ワークショップの進め方 

(1) 第 1 回ワークショップ 

1 回目のワークショップは、タイムラインとは何かを参加者に理解してもらうこと、過去

の豪雨の際の被害や行動から、避難に関する課題を抽出・整理することが主な目的になりま

す。下記に、ワークショップの進め方を示します。 

 

最初に、ワークショップ参加者に「タイムライン」

がどういうものかを説明します。 

「タイムライン」とは「いつ」「どこへ」「どのよ

うに」するのかを時系列に沿って定めた防災計画で

す。関係者が連携して、速やかに避難できるように

なるために作成するものです。 

タイムラインの作成に関する 3 つのポイントを

示します。 

 自主的な避難を開始するための目安「スイッチ」

を設けること。 

 市町村が指定する避難場所の他、そこまでたど

りつけない場合に備えて、近隣に次善の避難場

所（セカンドベスト）を見つけること。  

 地域内で避難時の役割分担を設けること。 

ここで、「スイッチ」と「セカンドベスト」とい

うキーワードを定義します。 

避難行動のあり方について解説します。「いつ」

「どこへ」「どのように」避難するのか、状況に応

じた情報の取得、避難場所や避難経路の判断、避難

時の協力体制など、基本的な事項を説明します。 

 

 

 

テレビやインターネット等により提供される

様々な情報、地域内で生じる災害の前兆現象等の情

報を活用し、「いつ避難するべきか」判断します。

これらの情報は、自ら積極的に収集する必要があり

ます。 
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「どこへ避難するべきか」では、指定の避難場所

だけでなく、避難が遅れた場合の次善の避難場所と

して、近所のできるだけ安全な場所や自宅の 2 階の

山から離れた部屋などに避難するという選択肢を

提示します。 

また、危険性のある避難経路についても言及しま

す。 

あらかじめ避難時の役割分担（例えば、インター

ネットで情報を収集する人等）を決めておいたり、

隣近所で声を掛け合いながら避難するなど、「どの

ように避難するべきか」を説明します。 

【話し合い①】 

話し合い①では、近年の豪雨の際の被害や現象に

ついて、参加者から情報を引き出します。 

 自宅やその近くであった被害 

 被害が発生する前に気づいた現象 

を参加者に書いてもらい、白地図に貼って共有しま

す。 

避難時の危険箇所、避難開始の目安となる現象を

明らかにします。 

※白地図は京都府マルチハザード情報提供システム

（http://multi-hazard-map.pref.kyoto.jp/）からダウン

ロードできます。地域の浸水想定区域図や土砂災害警

戒区域についても同システムで調べることができま

す。 

【話し合い②】 

話し合い②では、近年の豪雨の際にとった各自の

行動を引き出します。 

参加者に災害時の避難に関する動きと、そのきっ

かけを書いてもらいます。避難しなかった人にはそ

の理由を書いてもらいます。 

記入したふせんは模造紙に貼って共有します。ま

た、ふせんの内容が似ているもの同士をグルーピン

グしながら、避難の決め手や必要なものを考えてい

きます。 

第 1 回ワークショップの内容はここまでです。複数のグループで実施した場合は、ワークショッ

プ①、②の内容を発表し合い共有します。 
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(2) ワークショップ② 

2 回目のワークショップは、避難の目安となるスイッチをどのように設定して「いつ避難

するか」、次善の避難場所「セカンドベスト」を含めて「どこへ避難するか」を検討すること

が主な目的です。そのため、状況に応じたスイッチのイメージ、スイッチとなり得る情報の

解説を行います。下記に、ワークショップの進め方を示します。 

 

自主的な避難を行うための目安であるスイッチ

について考えます。 

スイッチは「スイッチ 1：事前避難」と「スイッ

チ 2：緊急避難」の二つを設定します。 

｢スイッチ１｣は、大雨が予想される際に、余裕を

持って行う避難の基準であり、「避難準備・高齢者

等避難開始」の発令、水位や土壌雨量指数等がスイ

ッチの候補として挙げられます。 

スイッチ 2 は、すでに大雨が降っており、緊急に

行われる避難の基準です。 

「避難勧告」「避難指示（緊急）」の発令、水位や

土壌雨量指数、前兆現象等がスイッチの候補として

挙げられます。 

 

土砂災害を対象とする場合、土壌雨量指数につい

て解説します。 

土壌雨量指数は、土砂災害の危険度を示す指標と

して有用であり、土砂災害に対応したスイッチにな

り得ます。 

「京都府土砂災害警戒情報」で確認できること、

雨量判定図の見方や土壌雨量指数の 3 時間後予測

値 ま で 確 認 で き る こ と 等 を 説 明 し ま す 。

（http://d-keikai.pref.kyoto.jp/） 

浸水害を対象とする地域では、気象庁から提供さ

れている「洪水警報の危険度分布」）について紹介

します。これは中小河川の洪水が発生する危険度を

3 時間先まで予測するものです。 

「薄い紫」が出現すると非常に危険な状態であ

り、この時点で避難する必要があります。

（https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html） 
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【話し合い①】 

話し合い①では、左図の検討シートを用いて、い

つ逃げるべきかを示すスイッチを検討します。 

事前の避難と緊急の避難の二つのスイッチにつ

いて、具体的な情報の種類や数値を話し合います。

 

【話し合い②】 

話し合い②では、左図の検討シートを用いて、ど

こへ逃げるべきかを話し合います。 

「避難準備・高齢者等避難開始」の発令がされる

前に、住民自らの判断で避難する「自主避難場所」、

「指定緊急避難場所」、「次善の避難場所」の具体的

な場所を記入します。また、それぞれについて、「移

動の手段・時間」、「避難路の状況・注意点」、そし

て「どんな方」が「どんな時」に避難するのかにつ

いて、各グループで話し合います。 

第 2 回ワークショップの内容はここまでです。複数のグループで実施した場合は、ワークショ

ップ①、②の内容を発表し合い共有します。 

 

【参考事例】 

地区 話し合い① 話し合い② 

福知山市 

報恩寺地区 

セカンドベストとして、地域の公

民館の他、寺院・教会、浸水や土

砂災害の危険性が低い個人宅が

挙げられました。 

行政が発令する避難勧告等の他、土壌雨量指数（実況

値や 3 時間後予測値）、土砂災害危険度情報、時間雨量、

洪水警報の危険度分布等がスイッチ案として挙げられ

ました。 

舞鶴市 

京口地区 

セカンドベストとして、自治会館

の他、寺社や高い建物が挙げられ

ました。 

高野川（引土）の水位、洪水警報の危険度分布に加え

て、地区内及び周辺の被害状況（側溝の水があふれる、

道路が冠水する等）がスイッチ案として挙げられまし

た。 

綾部市 

施福寺地区 

セカンドベストとして、地域の公

民館が挙げられました。 

土壌雨量指数の他、地区内の小川から水があふれたり、

谷から流れてくる山水が濁ったりする現象がスイッチ

案として挙げられました。 
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(3) ワークショップ③ 

3 回目のワークショップは、複数のスイッチ案と避難先案から地域に適したものを選定し、

さらにタイムラインが災害時に運用できるように役割分担を決めます。下記に、ワークショ

ップの進め方を示します。 

 

【話し合い①】 

話し合い①では、検討シートを用いて、自治会

として「いつ」避難するか、また、「どこへ」避難

するかについて、第 2 回ワークショップの意見を

元に話し合います。 

 

【話し合い②】 

話し合い②では、左図の検討シートを用いて、

各スイッチについて、地域における役割分担を話

し合います。このとき、「誰が」スイッチを「どの

ように確認」し、次に「どうするか」について検

討します。さらに、そうした行動を受けて自治会

長など「誰が」、情報伝達や避難の呼びかけを行う

のか等を検討します。 

 

最後にスイッチや避難先、役割分担について全

員で確認します。また、グループに分かれて話し

合った場合は、話し合い①、②を発表・共有をし

た上で、地域全体でまとめられないか検討します。

 

タイムラインのひな型に、選定したスイッチ、

避難先、役割分担（スイッチの確認者）などを空

白部分に記入して、タイムラインは完成です。 
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タイムラインとあわせて、「災害・避難カード」

を作成します。 

「災害・避難カード」は、タイムライン完成後

に各自が記入し、いつでも確認・行動ができるよ

うにするものです。 

ワークショップの参加者に対して、タイムライ

ンが完成して終わりにすることなく、実際に訓練

や災害時にタイムラインを活用して、随時バージ

ョンアップしていくように伝えます。タイムライ

ンを使いやすくなるよう見直していきましょう。

 

【参考事例】 

地区 話し合い① 話し合い② 

福知山市 

報恩寺地区 

スイッチには土壌雨量指数の 3 時

間後予測値、洪水警報の危険度分

布、危険な兆候（河川水位の上昇）

が選定されました。 

土壌雨量指数や洪水警報の危険度分布の情報は、自治

会役員が入手、河川の状況は消防団員が確認し、自治

会長を通じて住民に伝達することとしました。 

舞鶴市 

京口地区 

スイッチには河川水位、洪水警報

の危険度分布が選定されました。

地区内で組織される「見守り隊」がスイッチを確認、

また見守り隊と民生委員が高齢者等要配慮者への避難

呼びかけや支援を行うこととしました。 

綾部市 

施福寺地区 

スイッチには土壌雨量指数の 3 時

間後予測値の他、危険な兆候（小

川から水があふれる、山水が激し

くなり、濁る）が選定されました。

地区で決めた「情報・広報班」がスイッチとなる情報

を収集し、自治会長を通じて住民に伝達することとし

ました。 

 

(4) 訓練～検証～見直し 

3 回のワークショップを通じて完成したタイムラインは、訓練などにより大雨の際に活用

できるようにしましょう。また、災害時でのタイムラインの活用や日常の訓練を重ねること

で、使いやすくなるよう随時見直していくことが大事です。 

 

 

 問 合  先  
京都府 府⺠⽣活部 防災消防企画課 電話：075-414-4466 

災害対策課  電話：075-414-4475 
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